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Information and Communication Technology

I C T
書籍
の
ご案内

授業実例
を

写真で

わかりやす
く

紹介！

ICT研究の第一人者と現場の先生がタッグを組んだ！
  音楽科教育の明日を変える、画期的な一冊です。
　音楽科の授業に初めて“ICT”を導入しよう！やってみたい！と考えている先生方に、入門書としてオススメ
です！ ICTを「学校」現場でどう使うか、どうすれば音楽の授業をより魅力的に、楽しく面白くできるのか、を
写真とともにわかりやすく掲載。しかも、機器の接続のやり方から段階的に説明するので、初心者でも安心。
環境整備の申請から、プログラミング教育と音楽科との親和性まで、いま“求められている”内容がこの一冊
につまっています。

学校行事で
欠かせない

   発表会やコンサートでの
    活用方法が
    満載！

授業を変える！
学びが深まる！

授業・行事・事務作業…etc　シー
ン別用途

に対応



キリトリ線
( 取扱店名・帳合） 注文数 年　　　月　　　日

冊

ご住所 〒

お名前
お電話番号 (　　　　 )

お申し込み ： FAX 03-3235-2148 音楽之友社 Tel 03(3235)2151 （営業）

音楽指導ブック

音楽科教育とＩＣＴ 深見友紀子 ・ 小梨貴弘 著
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◎ご注文は、この用紙を切り取りお近くの書店・楽器店にお持ちください。または、ネット書店でもご注文いただけます。
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第1章 音楽の授業で使えるICT 機器 ～ 21 世紀型の音楽室を創造する～
1　大型モニター
　　　1．黒板の代替物としての「大型モニター」の可能性
　　　2．大型モニターの活用方法
　　　3．大型モニターと機器を接続する
　　　4．大型モニターを活用する際の留意点
2　教師用パソコン
　　　1．教師用パソコンの活用方法
　　　2．教師用パソコンを活用する際の留意点
3　タブレット端末
　　　1．タブレット端末の大いなるポテンシャル
　　　2．主体的・対話的で深い学びを促す、新しい「教具」
　　　3．タブレット端末の活用方法
　　　4．タブレット端末を活用する際の留意点
　　　5．タブレット端末アプリケーションのジレンマと未来
4　書画カメラ（実物投影装置）
　　　1．書画カメラ（実物投影装置）の活用方法
　　　2．書画カメラを活用する際の留意点
5　その他の機器
　　　1．「デジタルオーディオプレーヤー」「ICレコーダー」の活用方法
　　　2．「Bluetooth スピーカー」の活用方法
　　　3．「ドキュメント・スキャナー」の活用方法
　　コラム1　音楽科におけるICT 活用の歴史

第2章 ICT 活用の提案 ～教科を変革する新たな取り組み～
1　ICT で授業が変わる ～授業を支える新たな「教具」の可能性～
　　　1．授業全般におけるICT 活用
　　　2．「歌唱」分野におけるICT活用
　　　3．「器楽」分野におけるICT活用
　　　4．「音楽づくり」分野におけるICT活用
　　　5．「鑑賞」分野におけるICT活用
　　コラム2　ICT を活用した実践紹介
2　ICT で音楽行事が変わる ～子どもたちの音楽にICT が花を添える～
　　　1．「音楽会」でのICT活用
　　　2．「音楽集会」でのICT活用
　　　3．「ミニコンサート」でのICT活用
3　ICT で教科の仕事が変わる ～ ICT を活用した効率的な教科事務～
　　　1．音楽科で使う書類・楽譜の電子化
　　　2．書類・楽譜ファイルの効率的なデータ管理方法
　　　3．評価にICT 機器を活用する
第3章 ICT 活用の課題と展望 ～21 世紀型の音楽科教育～
1　音楽室のICT 環境を改善するために
　　　1．自治体や学校によって格差が大きいICT の環境整備
　　　2．後回しにされがちな音楽室のICT 環境整備
　　　3．ICT 環境の整備が動き出した
　　　4．音楽の先生もまず一歩を踏み出そう
　　　5．BYOD への理解を求めよう
2　プログラミング教育と音楽科
　　　1．プログラミング教育導入の理由とそのねらい
　　　2．プログラミング教育とは
　　　3．プログラミング教育における音楽科の位置付け
　　　4．音楽とプログラミングとの親和性
　　　5．音楽科での取り組み例
　　　6．音楽科におけるプログラミング教育を進めるために
3　これからの音楽科教育とICT 活用
　　　1．ICTの特性や強みを生かす時代へ
　　　2．他教科の動き
　　　3．ICT 活用のメリット
　　　4．教師の授業技術としてICT 活用を位置付ける
　　　5．タブレット端末の教具としての可能性
　　　6．先生方に期待すること
おわりに

　学校教育において、さまざまな授業場面でコンピュータや情報通信
ネットワークなどの ICT活用を図ることが求められているが、全教科の
中で ICTを活用した実践例が最も少ないのが音楽科です。
　本書ではこれまでの音楽科教育を尊重しつつ、これから授業や行事な
どで ICTをどのように活用すればよいのか、具体的な事例を挙げて分か
りやすい文章で、かつ、段階的にその方法を紹介します。また、ICT の
環境整備の現状と今後の展望や、小学校のプログラミング教育と音楽科
教育の展望についても取り上げます。

より楽しく！

より面白く！

より効率的に！

著者ホームページにも
情報を掲載しています！

小梨貴弘「明日の音楽室」 深見友紀子オフィシャルサイト

好評発売中‼
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